
(57)【要約】

【課題】回転軸に対して操作レバーを、操作部の分解性

を損なうことなくビス止めにより強固に安定した状態に

連結固定することができる内視鏡の操作レバーの連結固

定構造を提供すること。

【解決手段】回転軸７の突端面に凹溝７１を形成すると

共にその凹溝７１の底面７１ａにネジ孔７２を形成し、

操作レバー５の基端部分には凹溝７１内に嵌まり込む幅

の座板５１を形成して、座板５１を基端まで半幅に分割

するスリット５２と、中心軸線がスリット５２を通過す

る皿孔５３とを座板５１に形成し、皿孔５３の形状に対

応する皿状の頭部を有する皿ビス８を皿孔５３側からネ

ジ孔７２に締め込むことにより、スリット５２の幅が押

し広げられる状態に座板５１が弾性変形して、座板５１

の側壁外面が回転軸の凹溝７１の側壁内面に圧接された

状態になって、操作レバー５が回転軸７に固定されるよ

うにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 軸 の 突 端 部 に 操 作 レ バ ー が ビ ス 止 め に よ り 連 結 固 定 さ
れ た 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 に お い て 、
　 上 記 回 転 軸 の 突 端 面 に 凹 溝 を 形 成 す る と 共 に そ の 凹 溝 の 底 面 に ネ ジ 孔 を 形 成 し 、
　 上 記 操 作 レ バ ー の 基 端 部 分 に は 上 記 凹 溝 内 に 嵌 ま り 込 む 幅 の 座 板 を 形 成 し て 、 上 記 座 板
を 基 端 ま で 半 幅 に 分 割 す る ス リ ッ ト と 、 中 心 軸 線 が 上 記 ス リ ッ ト を 通 過 す る 皿 孔 と を 上 記
座 板 に 形 成 し 、
　 上 記 皿 孔 の 形 状 に 対 応 す る 皿 状 の 頭 部 を 有 す る 皿 ビ ス を 上 記 皿 孔 側 か ら 上 記 ネ ジ 孔 に 締
め 込 む こ と に よ り 、 上 記 ス リ ッ ト の 幅 が 押 し 広 げ ら れ る 状 態 に 上 記 座 板 が 弾 性 変 形 し て 、
上 記 座 板 の 側 壁 外 面 が 上 記 回 転 軸 の 凹 溝 の 側 壁 内 面 に 圧 接 さ れ た 状 態 に な っ て 、 上 記 操 作
レ バ ー が 上 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結
固 定 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 凹 溝 が 底 側 へ 次 第 に 幅 が 広 が っ た 台 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 上 記 座 板 の
断 面 形 状 も 上 記 凹 溝 の 断 面 形 状 に 対 応 す る 台 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記
載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 凹 溝 が 深 さ 方 向 に 幅 が 一 定 の 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 上 記 座 板 も 上 記
凹 溝 の 断 面 形 状 に 対 応 す る 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 操
作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ネ ジ 孔 が 上 記 凹 溝 に 沿 っ た 方 向 の 中 心 線 位 置 に 複 数 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又
は ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 操 作 レ バ ー 側 に 、 上 記 回 転 軸 を 挟 み 込 む フ ォ ー ク 状 の 一 対 の 補 強 腕 が 形 成 さ れ て い
る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 座 板 を 半 幅 に 分 割 す る ス リ ッ ト と 平 行 に 、 上 記 補 強 腕 の 付 け 根 側 か ら 上 記 操 作 レ バ
ー を 分 割 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構
造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 補 強 腕 の 内 壁 面 が 、 上 記 回 転 軸 の 外 周 面 に 嵌 合 す る 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項
５ 又 は ６ 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 回 転 軸 の 外 縁 の 断 面 形 状 が 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か の
項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 回 転 軸 の 外 周 面 の 上 記 補 強 腕 が 当 接 す る 部 分 が 平 面 状 に 切 り 削 が れ て い る 請 求 項 ８
記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 回 転 軸 の 外 縁 の 断 面 形 状 が 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か の
項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 操 作 レ バ ー 側 に 、 上 記 回 転 軸 の 外 周 面 に 嵌 合 す る 嵌 合 壁 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
な い し １ ０ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 嵌 合 壁 が 上 記 座 板 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固
定 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-159744 A 2007.6.28



　 上 記 凹 溝 の 底 面 の 幅 方 向 の 両 端 位 置 か ら 上 記 回 転 軸 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 上 記 回 転 軸 を 分
割 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し １ ２ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 操
作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 軸 の 突 端 部 に 操 作 レ バ ー が ビ ス 止 め に よ
り 連 結 固 定 さ れ た 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 近 傍 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 手 元 側 の 操 作 部 か ら の 遠 隔 操 作 で 屈 曲
さ せ る 操 作 を 行 う た め に 、 操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 軸 の 突 端 部 に 湾 曲 操 作 レ バ ー が 取 り 付
け ら れ て お り 、 操 作 部 を 分 解 修 理 す る 際 の 必 要 性 等 か ら 、 湾 曲 操 作 レ バ ー は 回 転 軸 の 突 端
部 に ビ ス 止 め 固 定 さ れ た 構 成 に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ６ ０ ７ ９ １
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ６ １ １ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ６ は 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 一 例 を 示 し て お り 、 内 視 鏡 の 操 作
部 ９ ０ に 設 け ら れ た 回 転 軸 ９ １ の 突 端 面 に ネ ジ 孔 ９ ２ が 形 成 さ れ て 、 そ こ に 湾 曲 操 作 レ バ
ー ９ ３ が 固 定 ビ ス ９ ４ で 押 圧 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 回 転 軸 ９ １ に は 図 示 さ れ て い な い 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 す る た め の 大 き な 力 が
作 用 す る だ け で な く 、 回 転 軸 ９ １ が 図 示 さ れ て い な い ス ト ッ パ に ぶ つ か っ て そ れ 以 上 の 回
転 が 規 制 さ れ た 状 態 に な っ て も 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３ に 大 き な 操 作 力 が 加 え ら れ る 場 合 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 回 転 運 動 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 作 用 す る 固 定 ビ ス ９ ４ の 押 圧 力 だ け で 湾 曲
操 作 レ バ ー ９ ３ を 回 転 軸 ９ １ に 固 定 す る 図 １ ６ の 構 成 で は 、 す ぐ に ガ タ つ き が 発 生 し て し
ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ７ は 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 他 の 例 を 示 し て お り 、 回 転
軸 ９ １ の 突 端 面 に 底 側 へ 次 第 に 幅 が 狭 ま っ た 溝 ９ ５ が 形 成 さ れ 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３ 側 も
溝 ９ ５ に ピ ッ タ リ 嵌 ま り 込 む 台 形 状 に 形 成 さ れ て 、 皿 ビ ス ９ ６ に よ り 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３
が 回 転 軸 ９ １ に 押 圧 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し そ の よ う な 構 成 を 採 る と 、 例 え ば 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３ で 回 転 軸 ９ １ を 回 転 限 界 位
置 以 上 に 回 転 さ せ よ う と す る 力 が 作 用 し た と き 等 に は 、 溝 ９ ５ 側 か ら 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３
が 受 け る 反 力 に よ っ て 皿 ビ ス ９ ６ を 斜 め 上 に 持 ち 上 げ る 力 が 発 生 す る た め 、 皿 ビ ス ９ ６ が
緩 ん で 湾 曲 操 作 レ バ ー ９ ３ が 回 転 軸 ９ １ に 対 し て ガ タ つ い た 状 態 に な っ て し ま い 易 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 １ ８ に 示 さ れ る よ う に 、 溝 ９ ５ が 形 成 さ れ た 回 転 軸 ９ １ の 突 端 部 分 が 湾 曲 操 作
レ バ ー ９ ３ 側 か ら 受 け る 力 で 広 が っ た 状 態 に 塑 性 変 形 し て し ま う こ と に よ り 、 操 作 部 カ バ
ー ９ ７ を 取 り 外 せ な く な っ て 操 作 部 ９ ０ が 分 解 不 能 に な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 回 転 軸 に 対 し て 操 作 レ バ ー を 、 操 作 部 の 分 解 性 を 損 な う こ と な く ビ ス
止 め に よ り 強 固 に 安 定 し た 状 態 に 連 結 固 定 す る こ と が で き る 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固
定 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 は 、 内 視 鏡 の
操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 軸 の 突 端 部 に 操 作 レ バ ー が ビ ス 止 め に よ り 連 結 固 定 さ れ た 内 視 鏡
の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 に お い て 、 回 転 軸 の 突 端 面 に 凹 溝 を 形 成 す る と 共 に そ の 凹 溝
の 底 面 に ネ ジ 孔 を 形 成 し 、 操 作 レ バ ー の 基 端 部 分 に は 凹 溝 内 に 嵌 ま り 込 む 幅 の 座 板 を 形 成
し て 、 座 板 を 基 端 ま で 半 幅 に 分 割 す る ス リ ッ ト と 、 中 心 軸 線 が ス リ ッ ト を 通 過 す る 皿 孔 と
を 座 板 に 形 成 し 、 皿 孔 の 形 状 に 対 応 す る 皿 状 の 頭 部 を 有 す る 皿 ビ ス を 皿 孔 側 か ら ネ ジ 孔 に
締 め 込 む こ と に よ り 、 ス リ ッ ト の 幅 が 押 し 広 げ ら れ る 状 態 に 座 板 が 弾 性 変 形 し て 、 座 板 の
側 壁 外 面 が 回 転 軸 の 凹 溝 の 側 壁 内 面 に 圧 接 さ れ た 状 態 に な っ て 、 操 作 レ バ ー が 回 転 軸 に 固
定 さ れ る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 凹 溝 が 底 側 へ 次 第 に 幅 が 広 が っ た 台 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 座 板 の 断
面 形 状 も 凹 溝 の 断 面 形 状 に 対 応 す る 台 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 凹 溝 が 深
さ 方 向 に 幅 が 一 定 の 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 座 板 も 凹 溝 の 断 面 形 状 に 対 応 す
る 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 ネ ジ 孔 が 凹 溝 に 沿 っ た 方 向 の 中 心 線
位 置 に 複 数 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 操 作 レ バ ー 側 に 、 回 転 軸 を 挟 み 込 む フ ォ ー ク 状 の 一 対 の 補 強 腕 が 形 成 さ れ て い
て も よ く 、 そ の 場 合 、 座 板 を 半 幅 に 分 割 す る ス リ ッ ト と 平 行 に 、 補 強 腕 の 付 け 根 側 か ら 操
作 レ バ ー を 分 割 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い て も よ く 、 補 強 腕 の 内 壁 面 が 、 回 転 軸 の 外 周
面 に 嵌 合 す る 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 回 転 軸 の 外 縁 の 断 面 形 状 が 円 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 回 転 軸 の 外 周 面 の 補
強 腕 が 当 接 す る 部 分 が 平 面 状 に 切 り 削 が れ て い て も よ い 。 ま た 、 回 転 軸 の 外 縁 の 断 面 形 状
が 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 、 操 作 レ バ ー 側 に 、 回 転 軸 の 外 周 面 に 嵌 合 す
る 嵌 合 壁 が 形 成 さ れ て い て も よ く 、 嵌 合 壁 が 座 板 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 凹 溝 の 底 面 の 幅 方 向 の 両 端 位 置 か ら 回 転 軸 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 回 転 軸 を 分 割 す る
ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 皿 ビ ス を 皿 孔 側 か ら ネ ジ 孔 に 締 め 込 む こ と に よ り 、 操 作 レ バ ー 側 に 形
成 さ れ た ス リ ッ ト の 幅 が 押 し 広 げ ら れ る 状 態 に 操 作 レ バ ー の 座 板 が 弾 性 変 形 し て 、 座 板 の
側 壁 外 面 が 回 転 軸 の 凹 部 の 側 壁 内 面 に 圧 接 さ れ た 状 態 に な っ て 、 回 転 軸 と 操 作 レ バ ー を 塑
性 変 形 さ せ る こ と な く 操 作 レ バ ー が 回 転 軸 に 固 定 さ れ る の で 、 回 転 軸 に 対 し て 操 作 レ バ ー
を 、 操 作 部 の 分 解 性 を 損 な う こ と な く ビ ス 止 め に よ り 強 固 に 安 定 し た 状 態 に 連 結 固 定 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 軸 の 突 端 部 に 操 作 レ バ ー が ビ ス 止 め に よ り 連 結 固 定 さ
れ た 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 に お い て 、 回 転 軸 の 突 端 面 に 凹 溝 を 形 成 す る と 共
に そ の 凹 溝 の 底 面 に ネ ジ 孔 を 形 成 し 、 操 作 レ バ ー の 基 端 部 分 に は 凹 溝 内 に 嵌 ま り 込 む 幅 の
座 板 を 形 成 し て 、 座 板 を 基 端 ま で 半 幅 に 分 割 す る ス リ ッ ト と 、 中 心 軸 線 が ス リ ッ ト を 通 過
す る 皿 孔 と を 座 板 に 形 成 し 、 皿 孔 の 形 状 に 対 応 す る 皿 状 の 頭 部 を 有 す る 皿 ビ ス を 皿 孔 側 か
ら ネ ジ 孔 に 締 め 込 む こ と に よ り 、 ス リ ッ ト の 幅 が 押 し 広 げ ら れ る 状 態 に 座 板 が 弾 性 変 形 し
て 、 座 板 の 側 壁 外 面 が 回 転 軸 の 凹 溝 の 側 壁 内 面 に 圧 接 さ れ た 状 態 に な っ て 、 操 作 レ バ ー が
回 転 軸 に 固 定 さ れ る よ う に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
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　 図 ６ は 本 発 明 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 の 全 体 構 成 の 一 例 を 示 し て お り 、 体 内 に 挿 入 さ れ る 可
撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 近 傍 部 分 に 、 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る 湾 曲 部 ２ が 形 成 さ れ 、 観 察
窓 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ４ に は 、 湾 曲 部 ２ を 屈 曲 操 作 す る た め の 湾 曲 操 作 レ
バ ー ５ が 回 動 自 在 に 配 置 さ れ て お り 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を 回 動 操 作 す る こ と に よ り 湾 曲 操
作 ワ イ ヤ ６ が 牽 引 さ れ て 湾 曲 部 ２ が 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ７ は 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 基 端 が 連 結 さ れ た 図 示 さ れ て い な い プ ー リ を 回 転 駆 動 す る よ う に
操 作 部 ４ に 回 転 自 在 に 配 置 さ れ た 回 転 軸 で あ り 、 そ の 突 端 面 に 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ が 二 本 の
皿 ビ ス ８ で 着 脱 自 在 に 連 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 回 転 軸 ７ に 対 す る 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 固 定 部 分 の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は 正 面 図 で
あ る 。 回 転 軸 ７ の 突 端 面 に は 底 側 へ 次 第 に 幅 が 広 が っ た 台 形 状 の 断 面 形 状 の 凹 溝 ７ １ が 形
成 さ れ て 、 そ の 凹 溝 ７ １ の 底 面 ７ １ ａ に は 、 凹 溝 ７ １ に 沿 っ た 方 向 の 中 心 線 位 置 に 二 つ の
ネ ジ 孔 ７ ２ が 回 転 軸 ７ の 軸 線 と 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 基 端 部 分 に は 回 転 軸 ７ の 凹 溝 ７ １ 内 に 緩 く 嵌 ま り 込 む 幅 の 座
板 ５ １ が 形 成 さ れ て い て 、 そ の 座 板 ５ １ の 断 面 形 状 は 凹 溝 ７ １ の 断 面 形 状 よ り 僅 か に 幅 狭
で 凹 溝 ７ １ と 同 じ 角 度 の 台 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 部 分 の 断 面 形 状 に つ い て は 、 図 ２
に お け る III－ III断 面 図 で あ る 図 ３ に 明 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ に は 座 板 ５ １ を 半 幅 に 分 割
す る セ ン タ ー ス リ ッ ト ５ ２ が 基 端 側 に 達 す る 状 態 に 形 成 さ れ 、 そ の セ ン タ ー ス リ ッ ト ５ ２
を 通 る 二 つ の 皿 孔 ５ ３ が 、 回 転 軸 ７ 側 の ネ ジ 孔 ７ ２ と 位 置 を 合 わ せ て 座 板 ５ １ の 板 面 に 形
成 さ れ て い る 。 セ ン タ ー ス リ ッ ト ５ ２ は 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 基 端 側 か ら 二 つ の 皿 孔 ５ ３
を 突 っ 切 っ て さ ら に 皿 孔 ５ ３ か ら 離 れ た 位 置 ま で 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ に は 、 回 転 軸 ７ を 左 右 両 側 か ら 挟 み 込 む フ ォ ー ク 状 の 一 対 の 補
強 腕 ５ ４ が 座 板 ５ １ の 左 右 両 側 に 座 板 ５ １ と 平 行 に 形 成 さ れ て い て 、 補 強 腕 ５ ４ が 当 接 す
る 回 転 軸 ７ の 外 周 面 部 分 が 平 面 状 に 切 り 削 が れ て い る 。 ７ ３ が そ の 切 り 削 ぎ 部 で あ る 。 そ
し て 、 補 強 腕 ５ ４ の 付 け 根 側 か ら 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を 分 割 す る サ イ ド ス リ ッ ト ５ ５ が セ ン
タ ー ス リ ッ ト ５ ２ と 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ と 回 転 軸 ７ と は 、 図 ２ に お け る IV－ IV断 面 を 図 示 す る 図 ４ に 示 さ れ る
よ う に 、 皿 孔 ５ ３ の 形 状 に 対 応 す る 皿 状 の 頭 部 を 有 す る 二 本 の 皿 ビ ス ８ が 皿 孔 ５ ３ 側 か ら
ネ ジ 孔 ７ ２ に ね じ 込 ま れ る こ と に よ り 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ が 回 転 軸 ７ の 突 端 に 連 結 固 定 さ
れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 皿 ビ ス ８ が き つ く ね じ 込 ま れ る と 、 図 ２ に 矢 印 Ｘ で 示 さ れ る よ う に 、 皿 ビ ス ８
の 頭 部 に よ っ て セ ン タ ー ス リ ッ ト ５ ２ の 幅 が 広 げ ら れ る 状 態 に 座 板 ５ １ が 弾 性 変 形 し て 、
図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 座 板 ５ １ の 側 壁 外 面 が 回 転 軸 ７ の 凹 溝 ７ １ の 側 壁 内 面 に 強 く 圧 接
さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 す る と 、 そ の 座 板 ５ １ と 凹 溝 ７ １ と の 圧 接 面 が 僅 か で は あ る が 下 向 き の 斜 面 に な っ て い
て 皿 ビ ス ８ の 締 め 付 け 方 向 に 向 い て い る こ と に よ り 、 座 板 ５ １ が 回 転 軸 ７ の 底 面 ７ １ ａ に
潜 ろ う と す る 状 態 に 強 く 押 し 付 け ら れ て 固 定 さ れ た 状 態 に な り 、 皿 ビ ス ８ の 緩 み や 固 定 部
の ガ タ つ き が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 回 転 軸 ７ の 突 端 部 付 近 は 、 側 方 に 広 げ よ う と す る 力 が 主 に 凹 溝 ７ １ の 底 面 ７ １ ａ
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付 近 の 位 置 か ら し か 作 用 せ ず 、 ま た 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ で 挟 ま れ て い る こ と も 手 伝 っ て 側 方
に 広 が っ た 状 態 に 塑 性 変 形 し な い の で 、 操 作 部 ４ の 分 解 に 支 障 が 発 生 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 回 転 軸 ７ に 対 し て 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を 二 本 の 皿 ビ ス ８ だ け で 強 固 に 安
定 し た 状 態 に し か も コ ン パ ク ト に 連 結 固 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 皿 ビ ス ８ を 緩 め れ
ば 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を 回 転 軸 ７ か ら 取 り 外 す こ と が で き 、 側 方 に 広 が っ た 状 態 に 弾 性 変 形
し て い た 座 板 ５ １ が 元 の 形 状 に 戻 っ て 、 繰 り 返 し 使 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 座 板 ５ １
が 皿 ビ ス ８ に よ り 押 し 広 げ ら れ た 状 態 に な っ た 時 に 塑 性 変 形 し な い よ う に 、 セ ン タ ー ス リ
ッ ト ５ ２ と サ イ ド ス リ ッ ト ５ ５ の 長 さ を 設 定 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 回 転 軸 ７ の 外 縁 の 断 面 形 状 を 矩 形 状 （ 例 え
ば 正 方 形 ） に 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 補 強 腕 ５ ４ と 回 転 軸 ７ と の 当
接 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を よ り 強 固 に 回 転 軸 ７ に 連 結 固 定 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 回 転 軸 ７ の 突 端 面 に 形 成 さ れ て い る 凹 溝 ７
１ を 深 さ 方 向 に 幅 が 一 定 の 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 し て 、 座 板 ５ １ も 凹 溝 ７ １ の 断 面 形 状
に 対 応 す る 矩 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 回 転 軸 ７ に 対 す る 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 連 結 強 度 が 第 １ の 実 施 例
よ り 若 干 低 下 す る が 、 座 板 ５ １ の 側 壁 外 面 が 回 転 軸 ７ の 凹 溝 ７ １ の 側 壁 内 面 に 強 く 圧 接 さ
れ た 状 態 に な る の で 、 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 に 比 べ る と 格 段 に 強 固 に
連 結 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 回 転 軸 ７ の 外 周 面 に 嵌 合 す る 嵌
合 壁 ５ ６ を 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 座 板 ５ １ の 裏 面 部 分 に 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 構
成 す る こ と に よ り 、 凹 溝 ７ １ に 対 す る 座 板 ５ １ の 嵌 め 込 み で は 止 め ら れ な い 方 向 の 横 ず れ
を 嵌 合 に よ っ て 抑 え る こ と が で き る の で 、 回 転 軸 ７ に 対 す る 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 連 結 固 定
強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 補 強 腕 ５ ４ ′ の 内 壁 面 を 回 転 軸 ７ の 外
周 に 嵌 合 す る 円 弧 状 に 形 成 し た も の で あ り 、 こ の 実 施 例 で は 補 強 腕 ５ ４ ′ が 前 方 と 後 方 か
ら 半 分 ず つ 延 出 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構 成 し て も 、 回 転 軸 ７ に 対 す る 湾 曲 操 作 レ バ
ー ５ の 連 結 固 定 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 凹 溝 ７ １ の 底 面 ７ １ ａ の 両
端 位 置 か ら 回 転 軸 ７ 軸 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 回 転 軸 ７ を 分 割 す る ス リ ッ ト ７ ４ を 形 成 し た も
の で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 皿 ビ ス ８ で 押 さ れ た 座 板 ５ １ が 、 側 方 に 押 し
広 げ ら れ た 状 態 に 弾 性 変 形 し て 凹 溝 ７ １ の 内 壁 面 に 押 し 付 け ら れ る と 、 そ れ に 押 さ れ て さ
ら に 回 転 軸 ７ の 突 端 部 付 近 が 補 強 腕 ５ ４ の 内 壁 面 に 強 く 押 し 付 け ら れ る の で 、 回 転 軸 ７ に
対 す る 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ の 連 結 固 定 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 参 考 例 を 示 し て お り 、 回 転 軸 ７ の 突 端 面 に 二 つ の ネ ジ 孔
７ ２ が 形 成 さ れ て そ の 口 元 部 分 は 皿 状 に な っ て い る 。 そ し て 二 つ の ネ ジ 孔 ７ ２ の 中 心 位 置
を 通 る ス リ ッ ト ７ ８ が 回 転 軸 ７ の 突 端 付 近 を 二 分 割 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 下 方 へ 次 第 に 幅 が 狭 ま っ た 外 側 壁 を 有 す る 凸 部 ７ ７ が ス リ ッ ト ７ ８ と 平 行 の 向
き に 回 転 軸 ７ の 突 端 面 に 突 出 形 成 さ れ て い て 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ に は 回 転 軸 ７ の 凸 部 ７ ７
が 嵌 め 込 ま れ る 孔 ５ ８ が 凸 部 ７ ７ の 断 面 形 状 に 対 応 す る 断 面 形 状 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 回 転 軸 ７ に ね じ 込 ま れ る 皿 ビ ス ８ で 回 転 軸 ７ 側 を 押 し 広 げ て 湾
曲 操 作 レ バ ー ５ 側 に 押 し 付 け る こ と に よ り 、 湾 曲 操 作 レ バ ー ５ を 回 転 軸 ７ に 連 結 固 定 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 処 置 具 起 上 操 作 レ バ ー 等 の よ う に 湾 曲
操 作 レ バ ー 以 外 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 部 分 に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 図 ２ に お け る III
－ III断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 図 ２ に お け る IV－
IV断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 皿 ビ ス が き つ く ね
じ 込 ま れ た 状 態 の 断 面 図 （ 図 ２ に お け る III－ III断 面 図 に 相 当 す る 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 の 一 例 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 断 面 図 （ 第 １ の 実
施 例 の 図 ２ に お け る III－ III断 面 図 に 相 当 す る 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 断 面 図 （ 第 １ の 実
施 例 の 図 ２ に お け る IV－ IV断 面 図 に 相 当 す る 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 断 面 図 （ 第 １ の
実 施 例 の 図 ２ に お け る III－ III断 面 図 に 相 当 す る 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 参 考 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 参 考 例 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 の 他 の 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 操 作 レ バ ー の 連 結 固 定 構 造 で 生 じ る 不 具 合 の 状 態 を 例 示 す る 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ５ 　 湾 曲 操 作 レ バ ー
　 ７ 　 回 転 軸
　 ８ 　 皿 ビ ス
　 ５ １ 　 座 板
　 ５ ２ 　 セ ン タ ー ス リ ッ ト
　 ５ ３ 　 皿 孔
　 ５ ４ 　 補 強 腕
　 ５ ５ 　 サ イ ド ス リ ッ ト
　 ５ ６ 　 嵌 合 壁
　 ７ １ 　 凹 溝
　 ７ １ ａ 　 底 面
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　 ７ ２ 　 ネ ジ 孔
　 ７ ３ 　 切 り 削 ぎ 部
　 ７ ４ 　 ス リ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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